
「次亜塩素酸水」の空間噴霧の有効性について  

 

「ウイルス除去効果の評価方法」 

 

消毒液の噴霧によるウイルス除去効果について、国際的に確立された評価方法は見当たら

ない。日本電機工業会（JEMA）が、団体規格として「空気清浄機の浮遊ウイルスに対する

除去性能評価試験方法」及び「空気清浄機の室内付着ウイルスに対する除去性能評価試験

方法」を策定しており、これを援用して「次亜塩素酸水の噴霧を行った方がウイルスの減

少速度が速い」としている例が見られる。  

 

 

＜試験方法の概要＞  

 

空気清浄機の浮遊ウイルスに対する除去性能評価試験方法  

20m3～32m3 の試験室内に試験品を設置し、チャンバー内にウイルス懸濁液を噴霧、浮遊さ

せる。初発の浮遊ウイルスを捕集後、試験品の運転を開始する。その後、経時的にチャン

バー内の浮遊ウイルスを捕集し、ウイルス感染価を測定する。  

 

空気清浄機の室内付着ウイルスに対する除去性能評価試験方法  

20m3～32m3 の試験室内に試験品および、チャンバー内にウイルス液を付着させた滅菌ガー

ゼもしくはプラスチックシャーレを設置する。初期ウイルス付着ガーゼもしくはシャーレ

を回収後、試験品の運転を開始する。その後、経時的にウイルス付着ガーゼもしくはシャ

ーレを回収し、ファージ数またはインフルエンザウイルス感染価を測定する。 

 

 

株式会社コスモテック 

 

参考：空気清浄機のウイルスに対する除去・抑制性能評価試験方法について 

［日本電機工業会(JEMA)］ 


